資料『生命科学と倫理』 -臨調中間意見迄の10年間の問題推移を追って- by 正木 晴彦















































3. 16 〟 「精子濃縮法」発表







6. 10 (秦) 「初の三つ子」誕生
8. 22 (秦)妊娠成否受精2日目での判別法開発(母体不傷の処置可能に)
10. 14東北大「日本初の体外受精児」挺生
10. 24体外受精世論調査(共同) 「18%が肯定」 (75%がためらい)
ll. 19東北大「体外受精」中止を発表(プライバシー漏れの為)
84. 1. 7 (秦) 「初の四つ子」 (体外受精)
1. 8東北大「第2子出産」発覚(密室治療)
1. 13 (秦) 「他の女性の卵子で出産」 (58.11月)公表
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84. 1. 22 (米)同上、提供会社出現(営利化)
1. 22 (秦)凍結卵移植の着床実験開始(好きな時、処で生める)
1. 29徳島大「全容公表」に踏切る(除、プライバシー)
2. 5 (米) 「受精卵移植」全米ネットで商品化















4. 26 (米)不妊学会、 「夫以外・妻以外」も容認(受精卵銀行を追認した
形)






































6. 4 s.s. (sex selection)研究会一男女生み分けに取組む開業医グルー
プー開業医レベルで40人以上の「女児生み分け」発覚














87. 3. 31 (米)ニュージャージー州裁「生みの親(代理母)に親権なし」 86.8.22
訴訟
4. 2 (英)ボーンホール・クリニック「1才半違いの双子」誕生。 (卵子十
個を同時に体外受精後に冷凍保存、期間をおいて母体へ) -双生児姉
妹
4. 4東北大鈴木名誉教授、 「体外受精の規制緩和」 (83年「婚姻夫婦間
に限る」と自ら決して会長に) - 「夫以外も可」但し、一回限り。




8. 15 (莱) 「初の七っ子」誕生(一人死亡)一回のお産の多産記録は十つ子
(ブラジル)

























12. 25東歯大付院、 37才の主婦日本初の「凍結受精卵児出産」 (双女児)
90. 2. 26山形大医、凍結受精卵による体外受精児誕生、 (89.12東歯大に次ぐ第
2号)









































II AG I NGへの努力、その他(臓器移植・人工臓器PAIN-CLINIC
MIND - CONTROL etc.)




83. 3. 23 (米)クラーク氏死亡(112日目)
8 正木晴彦
83. 9. 2 (米)臓器移植に「新免疫抑制剤」許可(サイクロスポリンAで成功率
は2倍に、日本では85.10承認)
84. 2. 14 (米) 6才の少女ストーミーちゃんに世界初の「心肝同時移植」


















3. 8 (栄) FDA無認可の「研究段階の人工心臓で死亡」
3. 16国立循環センター、 3才男児に「補助人工心臓を初応用」 (取外し23
日後死亡)










12. 19 (米)人工心臓8人目で「世界初の女性に」 (30%小型化)
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ll. 10我国心移植第2号の牧野氏(84. 5. 4手術)死去(920日目)
12. 17 (英)パブワース病院世界初の「心肺肝の三器官同時移植」成功

































2. 2 「筑波大倫理委」 63.11月に「宗教より救命優先(輸血) 」の判定



































































6. 15京大、我国2例日「生体肝移植手術」 (父-男児) [2]





6. 29京大、 2例日の「生体肝移植」 (母-男児) [4]
7. 21 (莱)ロンドン・オールコート病院にて、横浜の小6男児「心臓移植」























































































7. 2信大医、 「父から中1少女へ生体肝移植」同大5例日、 29例日。

































ll. 9 (米) E.プ-ビアさん(26才) 「死ぬ権利」で訴訟
12. 16杏林大「脳死」による診断4割ありと報告
12. 18 (米)カリアォルニア最高裁上記の訴え拒否「社会は生き抜く価値あり」
84. 2. 3 (米) N.Y.地裁、元大学々長に「早く死ぬ自由」詰む
2. 15 (米)フロリダ州最高裁、異常出産児の赤ちゃんに「死なせる権利」認
む(重度脳障害)























85. 12. 7 「厚生省脳死研究班」脳死判定の新基準(6項目)公表
86. 4. 6脳死による移植に29.6%賛成(総理府世論調査)
5. 16 「日本法医学会」脳死認める方向を打出す
8. 24 (中) 11年間の「植物状態」から意識回復(12才の少女)

















































). 3. 12 「日本循環器学会」アンケート。厚生省の脳死基礎に慎重論半数。功杏
焦る余りの見切り判定も心配。
4. 13 「阪大医倫理委」脳死での移植容認
4. 14 (喚)ウィーンのラインツ病院「安楽死事件発覚」 75才以上を49人も
(NC.9)





























12. 3 (米)ミシガン州、オークランド郡検察、 ∫.キボキアン博士(62才)杏
「自殺装置考案殺人罪」で逮捕(90.6.5 J.アドキンス夫人が博士の
見守る中で、この装置のスイッチ押して死亡。 )











































10. 4鹿大倫理委「厳しい脳死判定基準」 ①聴性脳幹反応必須、 ②脳血流停
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止確認を要望③脳死判定の手続きは、家族からの要請のみとする。
91. 10. 4鹿大倫理委、 「宗教上の輸血拒否には患者の意思を尊重」
10. 9 PRC (患者の権利検討会)企画蚕、脳死移植で阪大医師ら5人を殺
人罪で告発。 (8件目)
10. 15臨調世論調査「脳死容認45%」わからないも31%
(1991年10月31日受理)
